
第24回万国地質学会議(鵬C)は昭和47年8月22目～8

月29目までの間カナダのモントリオrノレで開催された.

会議には小林所長カナダのカノレガリｰ大学留学中の

鉱床部佐々木課長および科学技術庁国際研究集会派遣研

究員として地球化学課柴田技官が参加し論文発表など

を行なった.

天然資源の開発利用1二関する日米会議(町JNR)海底地質専門

部会(醐GP)は昭和47年9月25目～10月7目までの

間東京での会議および巡検旅行が行政われた.米国側

参加者は部会長の米国地質調査所海洋地質部長P･D･

SN畑LY博士およびF.H.W州G博士で日本側は部
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会長の岡野企画室長をはじめとして当所関係部課公害

資源研究所海上保安庁水路部および顧問として石油公

団石油資源開発株式会社などから専門家カミ参加した.

アジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCO正)歯9回会合

は工1月20目～12月2目までの間インドネシアのバン

ドンで開催された.会議には日本代表の佐野海外室長

ほか3名と特別顧間の早川東海大学教授が日本側から

UNDPのコンサルタントとして小岡東北大学教授(国

際法)および事務局員として派遣中の佐藤良昭技官が参

加した.

日本分光学会

1.昭和48年5月24目

(木)～25目(金)

2.昭和48年度目本分光

学会総会春季講演会

装置都会シンポジウ

ム

3.国立教育会館(東京

都千代田区霞力関)

4.日本分光学会

東京郡新宿区百人町3-22-17

東京教育大学光学研究所社団法人日本分光学会

留(03)362-7881
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1.昭和48年9月3目～8目

2.火山活動および鉱床生成に関する国際シンポジウム

3.ブカレストノレｰマニア

4.ルｰマニア鉱山･石油･地質省文部省

5.Prof.D.Radu1escu,Fac.Geo1og三e-Geogra丘e,BuL
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2.ComコロユitteeforCo-ordinationofJointProspecting
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2.Co工nmitteeforCo-ordinationofJointProsPecting

forMnera1ResourcesinAsianO丘shoreAreas
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1.17Sept.一10ct.

2.Semi㎜ronRemoteSensingMethodsandTechniques

3.Bangko良(Thai1and)
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1.昭和48年9月26目～30目

2.地下廃棄物処理および人工地下水に関する国際シンポジ

ウム

3.ニュｰオノレレァン米国

4.アメリカ石油地質学会米国地質調査所国際水理地質学

会

5.A皿ericanAssociationofPetro1eu皿Geo1o9三sts三P.O.

Box979.Tu1sa,Ok1aho1]ユa74101,U.S.A､

昭和48年に開催されるエカフェ主催の地質･鉱物資源開発
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Tectoヰ｡Map(JointECAFE･UNESCO,CGMW)

3.Kua1uLu㎜pur(Ma1aysia)
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〔注〕1･開催年月令.会合名3･会場4･主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


